
目
標
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
！

（
10/8 壱

岐
市
中
体
連
駅
伝
大
会
）

第第2323
号号

平
成
21年

11月
12日

発
行

平
成
21年

11月
12日

発
行

　平成21年度一般会計・特別会

計補正予算など議案18件、平成

20年度一般会計・特別会計決算

認定12件及び、報告２件につい

て可決・承認した。※詳細は12

ページに記載

　土地（水道水源地）の取得、

寺頭団地公営住宅Ｂ棟建築工事

請負契約の締結、補正予算（平

成21年度一般会計及び特別会

計）について３件を可決。※詳

細は４ページに記載

　正副議長の選挙及び常任委員

会委員等の選出、平成21年度一

般会計補正予算の専決処分につ

いて承認。※詳細は４ページに

記載
○臨時会（7/14
）

○臨時会（8/12
）

○９月定例会（9/4〜9/18
）

質
問

質
疑

どえんな補正予算が

あると？

新議会の顔ぶれ

議会だよりクイズ

4P
～

4P
～

2P
～

2P
～

もうちっとくわしゅう もうちっとくわしゅう6P6P

９人が一般質問

市民の声

7P
～

7P
～

14P
～

14P
～

16P
16P

予
算
予
算

ク
イ
ズ

ク
イ
ズ

意
見
意
見
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平
成
21
年
８
月
２
日
に
行

わ
れ
た
壱
岐
市
議
会
議
員
選

挙
に
よ
り
、
20
名
の
議
員
が

当
選
し
新
し
い
顔
ぶ
れ
で
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

平
成
21
年
８
月
12
日
、
第

５
回
壱
岐
市
臨
時
議
会
を
開

催
し
、
改
選
後
の
初
議
会
と

な
り
、
新
し
い
議
会
の
先
導

役
で
も
あ
る
議
長
、
副
議
長

を
選
出
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
広
報
特
別

委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

の
議
員
発
議
１
件
、
集
中
豪

雨
に
よ
る
災
害
対
策
費
を
含

ん
だ
、
平
成
21
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
専

決
処
分
の
承
認
を
１
件
、
ま

た
、
壱
岐
市
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お

り
同
意
し
た
。

　

議
会
構
成
と
し
て
、
総
務

文
教
・
厚
生
・
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
と
議
会
運
営
委

員
、
議
会
広
報
特
別
委
員
の

選
任
、
及
び
、
各
委
員
会
委

員
長
・
副
委
員
長
を
選
出
。

ま
た
、
長
崎
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
を

選
出
し
た
。

新議会の顔ぶれ

議長就任挨拶副議長就任挨拶

　実りの秋、皆様におかれましては益々ご健勝の
こととお慶び申し上げます。
　議員定数を 26 名から 20 名に減らし、選挙後の
初議会におきまして、議員皆様のご推挙により、
議長に就任いたしました。
　合併からもうすぐ６年となりますが、依然とし
て市の財政は厳しく、病院問題・焼却施設の問題
等、数多くの課題を抱えております。
　議会の役割を改めて確認し、情報の公開を更に
進め、市民皆様と一体となって壱岐市発展のため、
全力を注ぐ覚悟であります。
　皆様のご指導・ご鞭撻を仰ぎ、そして、ご支援・
ご協力を賜りたいと存じます。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

　壱岐市発足当時は、議員の在任特例によって
62 名が在籍していた議会も２度の選挙を経て、
この度新たに 20 名で構成することとなりました。
その中で議長の代位機関としての副議長職を務め
させて頂くこととなりました。
　議会に与えられた全ての権能の強化と責任を果
たすべく、議長を補佐し、議会活性化に努めて参
りたいと存じます。
　また、歴史的な政権交代の下で誕生した鳩山政
権も本格的に始動し、不安と期待が交錯する今、
市民生活への影響が懸念されるところであります
が、議会と行政が権限を適正に行使し、時代の変
革に対応すべく議論を重ねて参りたいと存じま
す。

牧永　　護小金丸　益明
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総務文教常任委員会
●所管　 政策企画課、原の辻プロジェクト室、総務課、

財政課、管財課、税務課、消防本部、教育委員会、
会計課、選挙管理委員会、監査委員 

委員長　町田　光浩 副委員長　市山　和幸

委員 　市山　　繁 　委員　　中田　恭一

委員 　深見　義輝 　委員　　音嶋　正吾

（定数７人）※１人欠員

産業建設常任委員会
●所管　 観光商工課、農林課、水産課、建設課、

水道課、農業委員会

委員長　鵜瀬　和博 副委員長　久間　　進

委員 　瀬戸口和幸 　委員　　大久保洪昭

委員 　田原　輝男 　委員　　呼子　　好

委員 　久保田恒憲   

（定数７人）

議会広報特別委員会
●所管　議会だよりの編集・発行 

委員長　音嶋　正吾 副委員長　榊原　　伸

委員 　中田　恭一　 　委員　　鵜瀬　和博

委員 　町田　正一 　委員　　呼子　　好

（定数６人）

厚 生 常 任 委 員 会
●所管　 市民福祉課、保護課、健康保健課、環境衛生課、

壱岐市民病院、かたばる病院

委員長　町田　正一 副委員長　今西　菊乃

委員 　小金丸益明 　委員　　榊原　　伸

委員 　中村出征雄 　委員　　豊坂　敏文

（定数６人）

議 会 運 営 委 員 会
●所管　議会運営、議長の諮問 

委員長　豊坂　敏文 副委員長　瀬戸口和幸

委員 　中田　恭一 　委員　　鵜瀬　和博

委員 　町田　正一 　委員　　町田　光浩

（定数６人）
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ユ
ウ
く
ん

キ
ク
ち
ゃ
ん

新年度の当初予算では
足りなくなったお金や、国や県から
補助金が追加されるなど、
予算額に変更があるときに
金額を修正することだよ。

その他の事業一支国博物館整備事業

九州国立博物館・壱岐展開催事業

子育て応援特別手当事業
3,240万円

緊急雇用創出事業
      臨時特例基金事業 4,822万円

芦辺保育所ゆり組のお友だち 不法投棄物回収作業

○市道伐採業務委託
　　　　（壱岐市機械銀行） 4,500 万円
○不法投棄物回収事業 322万円

○地域子育て創生事業　　　
　小学校修学前3年間に属する子（36,000円/人）
　※国の方針変更により執行停止

○一支国博物館開館式典経費・音声
   ガイドシステム整備委託 1,811 万円

○一支国博物館開館PR企画展 890万円

○市道維持補修費   2,900 万円
○道路改良事業 3,100 万円
○河川等改修事業 500万円
○急傾斜地崩壊対策事業 876万円
○セーフティネット支援対策事業 161万円
○地域子育て創生事業　 588万円

★７月補正予算
一般会計　99,402万円増
　○市道等改修事業等 土木費 22,281 万円
　○学校情報通信技術環境整備事業等 教育費 26,778 万円
　○地域イントラネット整備事業等 総務管理費 18,335 万円
　○漁場環境維持対策事業等 11,430 万円

特別会計　 　 720万円増
　○簡易水道施設改修事業 720万円

企業会計 　 2,247万円増 
　○新型インフルエンザ対策事業 2,247 万円
　　　（市民病院発熱外来用テント等購入費）

★８月補正予算
一般会計　9,225万円増
　○農林水産施設災害復旧費　　5,485万円
　○公共土木施設災害復旧費　　2,190万円
　○林地災害土砂除去作業費　　1,050万円
　○災害救助費　　　　　　　　　500万円

　今回の集中豪雨により被災された皆さ
まに対し心よりお見舞い申し上げます。
早急な復旧を祈念いたしております。

xxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxx

補正ち
何のこつやろ？

？
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どえんな補正予算があると？
　　一般会計補正予算…11億7,791万 7千円増
　　特別会計補正予算…  1 億 2,856万 7千円増
　　 　　　　　総額…13億 648万 4千円増

自然災害防止事業
9,201万円

強い水産業づくり交付金事業
　　　　　5,710万円

災害復旧費
65,320万円

学校給食センター建設事業
6,113万円

壱岐東部漁協のワカメ養殖

集中豪雨で崩れた農地 郷ノ浦給食センター調理場

集中豪雨により裏山が崩壊

○ 建築実施設計、敷地造成工事、 排水処理工
事 

○農地及び農業用施設  42,683 万円
○公共土木施設（道路・河川） 
 22,571 万円
○観光施設 66万円

○水産鮮度保持施設 2,035 万円
○地域活性化・経済危機対策事業
　　勝本港公衆便所新築 3,675 万円

○島内23箇所分 9,201 万円

ミ
ル
ち
ゃ
ん

9月
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今年も「産業まつり」
あるよ！

ミルちゃん

Q1
退
職
金
支
給
規
定
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A1
１
年
か
ら
３
年
未
満
は

給
料
月
額
に
100
分
の
50
、
３

年
か
ら
５
年
未
満
は
100
分
の

70
、
５
年
以
上
10
年
未
満
は

100
分
の
90
、
10
年
以
上
は
100

分
の
100
を
１
年
に
つ
き
給
料

月
額
に
掛
け
、
そ
の
合
計
を

支
給
す
る
。

Q2

 

19
年
度
の
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ゴ
ル
フ
場
内
）
使
用
料

が
20
年
度
決
算
に
あ
る
の
は

な
ぜ
か
。

A2
県
の
市
町
振
興
課
の
公

益
法
人
の
監
査
で
指
導
を
受

け
、
特
別
会
計
よ
り
本
会
計

に
移
し
た
た
め
。

Ｑ３
サ
ン
ド
ー
ム
は
利
用
者

が
夏
場
に
集
中
し
て
い
る

が
、
６
・
７
・
８
月
に
だ
け

再
開
で
き
な
い
か
。

A3
今
年
３
月
休
館
し
た
ば

か
り
で
あ
る
。
漏
水
等
改
修

工
事
や
雇
用
等
の
問
題
も
あ

り
、
再
開
は
困
難
。

壱
岐
市
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
漁
業

就
業
者
住
宅
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Q
就
業
者
が
住
宅
に
困
っ

て
い
る
が
、
空
教
職
員
住
宅

の
利
用
は
で
き
な
い
か
。

A
関
係
担
当
課
と
協
議
を

行
い
有
効
活
用
を
考
え
る
。

平
成
21
年
度
壱
岐
市
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

Q1
緊
急
特
別
措
置
事
業
の

住
居
手
当
の
内
容
は
。

A1
非
正
規
労
働
者
等
に
対

す
る
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て

住
宅
を
失
っ
た
人
、
離
職
者

に
対
す
る
住
宅
手
当
を
支
給

す
る
も
の
。

　

単
身
世
帯
分
（
月
額
２
万

８
千
円
）
５
ヵ
月
分

　

複
数
世
帯
分
（
月
額
３
万

６
千
４
百
円
）
５
ヵ
月
分

Q2
児
童
福
祉
総
務
費
の
備

品
購
入
費
200
万
円
は
何
か
。

A2
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
室

内
用
マ
ッ
ト
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
、
机
、
講
演
用
の
移
動
式

放
送
器
具
１
セ
ッ
ト
等
。

Ｑ３
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

委
員
会
の
目
的
と
構
成
は
。

A3
委
員
構
成
は
20
名
。
国

の
法
律
に
よ
り
設
置
す
る
も

の
で
、
地
域
活
動
団
体
代
表

者
７
名
、
事
業
団
体
代
表
者

３
名
、
知
事
が
委
嘱
し
た
長

崎
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
４
名
、
長
崎
県
保
健

所
職
員
１
名
、
地
球
温
暖
化

防
止
担
当
課
長
及
び
そ
の
関

係
課
の
課
長
等
５
名
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
、
市

民
・
事
業
者
・
団
体
・
行
政

等
が
、
連
携
及
び
共
同
し
て

効
率
的
に
推
進
す
る
事
を
目

的
と
し
て
い
る
。

Q4
今
年
も
産
業
ま
つ
り
は

開
催
さ
れ
る
の
か
。

A4
原
の
辻
イ
ベ
ン
ト
行
事

と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
と
し

て
い
た
が
、
４
月
に
地
元
よ

り
昨
年
同
様
の
開
催
の
要
望

が
あ
り
、
今
ま
で
と
違
い
、

地
元
の
実
行
委
員
会
で
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
芦
辺

町
と
石
田
町
に
そ
れ
ぞ
れ
75

万
円
を
補
助
。

平
成
21
年
度
壱
岐
市
農
業

機
械
銀
行
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

Q
市
道
の
伐
採
業
務
委
託

（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
４
千

500
万
円
）
の
内
容
は
。

A
市
道
の
高
枝
伐
採
箇
所

に
つ
い
て
は
、
一
級
市
道
、

二
級
市
道
、
バ
ス
路
線
、
観

光
地
へ
の
市
道
を
優
先
し
て

実
施
。
雇
用
に
つ
い
て
は
事

業
従
事
者
の
４
分
の
３
以
上

が
新
規
雇
用
、
失
業
者
、
求

職
者
と
な
っ
て
い
る
。
特
殊

技
術
者
以
外
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
じ
た
雇
用
、
労
務
賃

金
は
仕
事
内
容
に
応
じ
て
、

１
万
円
、
８
千
円
、
６
千
300

円
で
、
労
災
保
険
も
考
え
て

い
る
。

平
成
20
年
度
壱
岐
市
民

病
院
事
業
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

Q1
診
療
科
別
の
収
益
を
比

べ
て
み
る
と
、
外
科
の
収
益

が
上
が
っ
て
い
な
い
が
、
ど

こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。

A1
外
科
の
医
師
不
足
に
よ

り
、
患
者
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
の
が
原
因
で
あ
る
。
診

療
科
の
医
師
と
協
議
を
し
て

改
善
し
て
い
く
。

Q2
薬
価
購
入
価
格
及
び
薬

品
使
用
効
率
は
改
善
で
き
な

い
か
。

A2
薬
価
購
入
価
格
に
つ
い

て
は
努
力
す
る
。
薬
品
使
用

効
率
は
、
他
の
病
院
と
比
べ

良
い
と
判
断
し
て
い
る
。

平
成
20
年
度

㈶
壱
岐
市
開
発
公
社
※

事
業
決
算
に
つ
い
て

疑
議
質
案

※
壱
岐
市
開
発
公
社
と
は
、国
民
宿
舎

壱
岐
島
荘
・
サ
ン
ド
ー
ム
壱
岐
の
指

定
管
理
（
平
成
20
年
度
）
を
受
け
て

い
る
団
体

今年今年のの
「産業まつり」「産業まつり」

芦辺 11/22
　離島センター
石田 11/23
　マリンパル横
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中
村
出
征
雄 

議
員

Q 
錦に

し
き
や
ま
じ
り

山
尻
線
の
道
路

整
備
に
つ
い
て

　

石
田
町
の
錦
山
尻
線
は
、

一
級
市
道
で
あ
り
な
が
ら
整

備
が
遅
れ
て
い
る
。

　

特
に
射い

と
う
し
ご
う

通
川
橋
〜
錦
浜
は

交
通
量
が
多
く
、
大
型
バ
ス

と
一
般
車
両
の
離
合
が
危
険

な
状
況
で
あ
る
。
早
急
な
側

溝
整
備
を
す
べ
き
。

A 
市
長

局
部
改
良
で
取
り
組
む

　

島
外
に
住
む
地
権
者
等
の

同
意
が
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
そ
れ
が
出
発
点
と

な
る
。
地
元
公
民
館
と
協
議

し
な
が
ら
局
部
改
良
が
で
き

る
部
分
か
ら
取
り
込
ん
で
行

く
。

Q 
市
単
独
災
害
復
旧
事
業
補
助

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
住
宅
裏
の
災
害
で
、
雑
種

地
原
野
は
補
助
対
象
か
ら
外

れ
て
い
る
が
、
地
目
に
関
係
な

く
補
助
す
べ
き
。

②
二
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
場
合

の
補
助
対
象
限
度
額
は
引
き

上
げ
る
べ
き
。

A 
市
長

今
後
検
討
し
て
い
く

①
裏
山
の
地
目
に
か
か
わ
ら

ず
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。
家

の
前
の
崩
壊
に
つ
い
て
も
補
助

対
象
に
な
る
か
検
討
し
た
い
。

②
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
当

面
は
考
え
て
い
な
い
。

Q 
合
併
特
例
債
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

①
合
併
特
例
債
事
業
内
容

の
議
会
へ
の
提
示
と
市
民

へ
公
開
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

②
合
併
特
例
債
は
限
度
額

を
100
％
活
用
す
る
の
か
。

③
合
併
特
例
債
に
不
足
を

生
じ
た
場
合
の
県
へ
の
対

応
は
。

A 
市
長

有
効
活
用
し
て
い
く

①
平
成
21
年
度
予
算
額
を
含

め
、
78
億
６
千
950
万
円
。

　

平
成
22
年
度
よ
り
廃
棄
物

処
理
施
設
関
連
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
特
養
ホ
ー
ム
建
設
等

で
92
億
800
万
円
程
を
予
定
し

て
い
る
。

②
合
併
特
例
債
は
、
起
債
充

当
が
95
％
、
元
利
償
還
金
70

％
が
交
付
税
措
置
と
な
る
有

利
な
起
債
で
あ
る
。
補
助
事

業
で
は
65
％
補
助
と
な
る
の

で
、
有
効
に
活
用
す
る
。

③
一
支
国
博
物
館
・
県
立
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
30
数

億
円
を
充
て
て
い
る
の
で
、

供
給
で
き
な
い
場
合
は
知
事

と
話
す
。

町
田　

正
一 

議
員

Q 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
場
合
、
直
接
病
院
に

行
か
な
い
で
、
保
健
所
な
り
、

病
院
に
連
絡
し
て
指
示
を
待

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
島
内
で
も
既
に
患
者

が
発
生
し
、
予
防
か
ら
集
団

発
生
に
対
応
す
る
危
機
管
理

能
力
が
試
さ
れ
る
一
方
で
、

薬
局
等
で
は
マ
ス
ク
の
在
庫

が
無
く
な
っ
て
い
る
。か
か
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

②
島
内
で
は
既
に
、
廃
家
が

近
隣
の
住
民
に
迷
惑
を
掛
け

る
ま
で
の
状
況
に
あ
る
。
行

政
代
執
行
等
※
で
の
対
応
を
。

③
少
弐
公
園
等
の
市
内
に
あ

る
公
園
の
管
理
は
、
年
間
30

〜
40
万
円
程
度
で
地
域
団

体
、
公
民
館
、
個
人
等
に
委

託
す
べ
き
。

A 
市
長 

積
極
的
に
進
め
て
い
く

①
市
内
で
も
一
事
業
所
で
発

生
し
た
が
、
そ
の
後
の
報
告

は
な
い
。
現
在
市
民
病
院
で

は
時
間
外
及
び
入
院
患
者
対

応
用
と
し
て
タ
ミ
フ
ル
、
リ

レ
ン
ザ
90
名
分
を
備
蓄
し
、

最
悪
の
場
合
28
名
分
の
ベ
ッ

ド
は
確
保
で
き
る
。
妊
婦
、

透
析
患
者
等
の
要
援
護
台
帳

作
成
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
対

応
し
て
い
く
。　

②
行
政
代
執
行
に
つ
い
て
は

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。

③
地
元
と
合
意
形
成
が
得
ら

れ
る
施
設
か
ら
積
極
的
に
進

め
て
行
く
。
委
託
を
希
望
し

て
い
る
人
が
あ
れ
ば
申
し
出

て
い
た
だ
き
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問傍聴者数　９月10日　約40人傍聴者数　９月10日　約40人
　　　　　９月11日　約25人　　　　　９月11日　約25人

石田町錦山尻線（錦浜へ通じる道路）

芦辺町「少弐公園」展望台より

※
行
政
代
執
行
と
は
、
行
政
上
の
義

務
で
他
人
が
代
わ
っ
て
す
る
こ
と

が
で
き
る
行
為
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呼
子　
　

好 

議
員

Q 
新
政
権
へ
の
期
待

と
不
安

①
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
よ
り
21
年
度
景
気
対
策
予

算
等
の
見
直
し
、
凍
結
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
光

通
信
整
備
44
億
円
、
離
島
航

路
支
援
、
地
域
医
療
再
生
計

画
、
離
島
漁
業
再
生
交
付
金
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
、
農
地
集
積
事

業
等
は
壱
岐
の
経
済
に
影
響

す
る
。
国
、
県
に
強
い
働
き

か
け
を
。

②
米
国
と
の
貿
易
自
由
化
締

決
は
、
農
業
、
漁
業
に
大
打

撃
で
あ
る
。
是
非
反
対
を
。

A 
市
長

国
・
県
へ
強
く
訴
え
て
行
く 

①
光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
等
は

国
の
内
示
が
あ
り
、
長
年
の

懸
案
で
あ
る
た
め
、
実
現
に

向
け
努
力
す
る
。

②
日
本
農
業
を
守
る
立
場
に

お
い
て
、
本
市
の
関
係
団
体

と
十
分
意
見
交
換
を
行
い
、

断
固
反
対
の
意
を
示
す
。

Q 
人
口
減
少
に
よ

　

る
産
業
基
盤
の

　

整
備

①
10
年
後
の
人
口
動
向

は
。

②
耕
作
放
棄
地
と
合
わ

せ
畑
の
整
備
、
栽
培
漁

業
の
振
興
を
成
し
、
山

の
幸
、
海
の
幸
を
合
わ

せ
た
二
次
、
三
次
加
工

の
開
発
研
究
を
壱
岐
独

自
の
商
品
開
発
を
す

る
。
そ
こ
に
雇
用
が
生
ま
れ
、

付
加
価
値
が
つ
き
、
所
得
の

拡
大
に
繋
が
る
。
壱
岐
の
自

然
を
活
か
し
た
産
業
創
出
が

観
光
、
人
口
の
減
少
に
繋
が

る
。

　

ふ
る
里
を
思
い
、
我
が
家
、

先
祖
を
守
る
事
が
大
事
で
は

な
い
か
。

A 
市
長

関
係
団
体
と
連
携
す
る

①
2020
年
は
現
在
よ
り
５
千
人

減
の
２
万
６
千
５
百
人
と
推

定
し
て
い
る
。

②
耕
作
放
棄
地
を
含
め
、

畑
々
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
農
家
の
関
心
が
少
な
い
。

後
継
者
の
育
成
と
併
せ
推
進

す
る
。
農
水
産
物
に
付
加
価

値
を
付
け
た
壱
岐
独
自
の
商

品
開
発
は
必
要
、
雇
用
創
出

を
視
野
に
、
商
工
と
の
連
携

を
図
り
、
活
性
化
に
繋
げ
る

事
業
を
展
開
し
、
所
得
の
向

上
、
人
口
減
少
対
策
を
講
ず

る
。

深
見　

義
輝 

議
員

Q 
都
市
と
地
方
の

「
地
域
間
格
差
」対
策

　

近
年
、
世
界
的
な
経
済
の

低
迷
や
金
融
機
関
の
崩
壊
で

全
国
的
規
模
の
経
済
不
況
を

招
い
て
い
る
。
一
次
産
業
が

基
幹
産
業
で
あ
る
本
市
に

と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
時
だ
。

ま
た
、
国
策
で
あ
る
「
三
位

一
体
の
改
革
」
の
結
果
、
都

市
と
地
方
の
「
地
域
間
格
差
」

が
生
じ
た
。

　

今
後
、
人
口
流
出
で
税
収

が
見
込
ま
れ
ず
、
税
源
移
譲

さ
れ
て
も
余
力
が
小
さ
い
自

治
体
は
体
力
が
な
い
。「
経
済

的
格
差
」
の
大
き
い
離
島
と

し
て
は
、
行
政
が
主
導
で
官

民
協
働
の
対
策
チ
ー
ム
を
早

急
に
設
置
す
べ
き
で
は
。

A 
市
長

「
行
政
主
導
の
対
策
チ

ー
ム
」
は
検
討
す
る

　

都
市
と
の
格
差
、
地
域
間

の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
経
済
再
生
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

　

地
産
地
消
を
軸
に
、
地
域

の
需
要
を
賄
い
、
福
祉
・
教

育
・
環
境
等
へ
経
済
を
循
環

し
波
及
さ
せ
る
自
主
的
努
力

こ
そ
が
貴
重
で
あ
り
、
積
極

的
に
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
行
政
主
導
の
対

策
チ
ー
ム
は
将
来
に
向
け
検

討
し
た
い
。

Q 
住
民
に
対
す
る

職
員
の
対
応

　

以
前
に
も
何
回
も
質
問
さ

れ
た
が
、
未
だ
職
員
の
対
応

の
ま
ず
さ
が
指
摘
さ
れ
る
。

常
に
市
民
の
立
場
に
立
っ
て

緊
張
感
を
持
っ
て
業
務
に
あ

た
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に

も
職
員
教
育
と
意
識
改
革
の

徹
底
を
。

A 
市
長

再
度
、
職
員
に
周
知
徹

底
す
る

　

職
員
は
私
の
意
志
に
従
っ

て
、業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

市
民
対
応
の
心
構
え
、
態
度

を
十
分
指
導
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
力
す
る
。

壱岐産の商品（ＪＡ壱番館提供）

10月14日 壱岐市職員接遇マナー研修会

一 般 質 問
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音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

地
方
再
生
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

①
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

市
民
に
は
補
助
金
の
カ
ッ
ト

に
理
解
を
求
め
て
い
る
。
そ

う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、

ご
み
処
理
場
建
設
工
事
は
一

社
の
み
に
よ
る
競
争
性
が
機

能
し
な
い
入
札
が
行
わ
れ
て

い
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ

た
が
事
実
か
。「
イ
エ
ス
」
か

「
ノ
ー
」
か
。

②
地
方
再
生
の
鍵
は
「
人
材

育
成
に
あ
り
」
と
考
え
る
。

リ
ー
ダ
ー
が
夢
を
描
き
知
恵

を
結
集
し
あ
う
事
で
元
気
が

出
る
。
郷
土
愛
を
育
む
教
育

の
実
現
を
す
べ
き
。
子
ど
も

達
に
壱
岐
の
良
さ
を
語
り
伝

え
る
べ
き
。

③
閑
散
た
る
郷
ノ
浦
商
店
街

の
再
生
に
対
す
る
行
政
の
取

り
組
み
は
。
合
併
特
例
債
を

充
当
し
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
検
討
し
て
は
。

A 

市
長

イ
エ
ス
・
ノ
ー
は
言
え
な
い

①
総
合
評
価
委
員
会
で
審
査

中
。
９
月
末
の
落
札
者
の
決

定
ま
で
非
公
開
と
す
る
。

　

情
報
内
容
に
対
し
、
イ
エ

ス
・
ノ
ー
は
言
え
な
い
。
厳

正
に
審
査
の
上
10
月
末
ま
で

に
は
議
会
の
承
認
を
求
め
る
。

②
同
感
で
あ
る
。
壱
岐
の
す

ば
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
。
教
育
委
員
会
と
も

連
携
し
て
、
人
間
味
・
郷
土

愛
等
を
育
む
教
育
の
実
施
を

推
進
し
た
い
。

③
「
ま
ち
な
か
活
性
化
基
本

計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
調

査
・
検
討
を
進
め
て
お
り
、

壱
岐
市
商
工
会
と
連
携
を
と

り
住
民
や
商
業
者
の
参
画
を

得
て
進
め
る
。
住
民
が
主
体

的
で
あ
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

町
に
住
む
方
々
自
ら
が
危
機

感
を
持
っ
て
積
極
的
に
立
ち

上
が
る
べ
き
で
あ
る
。

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

保
育
所
関
連

①
昨
年
の
12
月
の
質
問
に
対

し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て

方
向
性
を
示
す
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

②
０
歳
児
の
受
け
入
れ
拡
充

を
す
べ
き
。

③
３
歳
児
未
満
の
申
し
込
み

増
に
対
し
、
受
け
入
れ
困
難

と
聞
く
が
状
況
と
対
策
を
。

④
土
曜
預
か
り
と
迎
え
の
対

応
が
保
育
所
に
よ
っ
て
違
う
。

統
一
を
。

⑤
保
育
所
で
の
「
親
の
子
育

て
教
育
」
は
ど
の
様
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

A 
市
長

本
年
度
に
方
向
性
を

①
本
年
一
年
研
究
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
方
向
性

を
示
し
た
い
。

②
１
ク
ラ
ス
で
９
人
以
上
と

な
れ
ば
、
保
育
士
の
他
に
保

健
師
ま
た
は
看
護
師
の
配
置

が
必
要
な
た
め
今
後
検
討
す

る
。

③
希
望
の
保
育
所
に
全
員
が

入
所
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

職
員
配
置
も
含
め
今
後
研
究

す
る
。

④
説
明
不
足
に
よ
り
誤
解
を

生
じ
た
。
改
善
し
て
い
く
。

⑤
親
の
子
育
て
教
育
は
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
て
い

る
。
今
後
さ
ら
に
支
援
を
行

う
。

Q 

緑
と
花
の
島
に

　

国
体
・
修
学
旅
行
・
諸
大

会
・
一
支
国
博
物
館
の
オ
ー

プ
ン
等
に
向
け
景
観
を
良
く

し
来
島
者
を
迎
え
る
の
も

「
お
も
て
な
し
の
心
」で
あ
る
。

幹
線
道
路
沿
い
や
遊
休
地
に

花
を
。

A 

市
長

官
民
協
働
で

　

官
民
協
働
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
。
各
組
織
と
相

談
を
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
き

方
向
性
を
見
出
し
た
い
。

ごみ処理場建設予定地（旧 芦辺町クリーンセンター跡）

「0歳だってガンバルよ！」武生水保育所運動会より

一 般 質 問
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鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

離
島
航
路
運
賃
の

値
下
げ
を

　

県
は
道
路
特
定
財
源
の
一

般
財
源
化
に
伴
い
、
今
年
創

設
さ
れ
た
地
域
活
力
基
盤
創

造
交
付
金
を
活
用
し
、
離
島

航
路
の
新
船
建
造
や
整
備
点

検
費
を
全
額
補
助
し
、
運
賃

低
減
化
等
を
計
画
し
て
い
る
。

①
県
の
計
画
内
容
は
。

②
ま
ず
、「
フ
ェ
リ
ー
福
江
」

を
建
造
予
定
で
就
航
時
の
運

賃
を
２
割
程
度
値
下
げ
予
定
。

次
は
「
フ
ェ
リ
ー
つ
し
ま
」
が

対
象
。
新
船
の
付
帯
施
設
や

各
種
割
引
制
度
は
島
民
、
関

係
者
等
の
意
見
を
反
映
す
べ

き
。
値
下
げ
見
込
み
は
。

③
新
政
権
は
補
正
予
算
等
凍

結
、
削
減
予
定
。
実
施
さ
れ

れ
ば
離
島
経
済
は
大

変
痛
手
。
離
島
事
業

確
保
と
補
正
予
算
継

続
を
国
へ
強
く
要
望

を
。

④
今
後
Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
料

化
に
よ
り
離
島
の
影

響
は
さ
ら
に
大
。
早

急
に
航
路
対
策
協
議

会
を
開
催
し
、
航
路

の
活
用
や
対
策
等
協

議
す
べ
き
。

A 
市
長

国
・
県
へ
強
く
要

望
を
継
続
す
る

①
21
年
度
か
ら
５
カ

年
計
画
。
新
船
建
造

費
、
ド
ッ
ク
費
用
等
全
額
補

助
し
、
補
助
金
分
を
運
賃
割

引
の
新
設
拡
充
等
に
活
用
す

る
。
今
年
度
新
船
建
造
に
38

億
円
、
ド
ッ
ク
等
８
億
円
計

46
億
円
。
９
月
の
県
議
会
に

予
算
を
上
程
中
。

②
内
部
施
設
設
計
は
、
利
用

者
、
関
係
者
等
の
意
見
を
対

馬
、
九
州
郵
船
と
調
整
し
反

映
さ
せ
た
い
。
値
下
げ
は
今

後
九
州
郵
船
と
協
議
す
る
。

③
今
後
も
市
民
の
た
め
に
離

島
の
実
情
を
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
、
各
離
島
と
も
協
力

し
、
さ
ら
に
強
く
国
、
県
に

訴
え
続
け
て
い
く
。

④
観
光
客
の
減
少
は
否
め
な

い
が
、
今
後
原
の
辻
を
中
心

に
今
ま
で
以
上
に
壱
岐
の
魅

力
を
島
外
へ
発
信
し
、
交
流

人
口
の
増
大
を
図
る
。
協
議

会
は
早
速
12
日
開
催
し
、
航

路
運
賃
割
引
、
特
に
壱
岐
か

ら
の
島
外
通
勤
の
実
現
化
に

向
け
、
運
賃
負
担
割
合
等
関

係
者
と
今
後
協
議
し
て
い

く
。

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

大
丈
夫
か
。

市
民
病
院
改
革

　

市
民
病
院
事
業
運
営
審
議

会
の
報
告
と
病
院
改
革
委
員

会
と
は
審
議
の
内
容
に
相
違

が
あ
る
。

①
長お
さ

委
員
長
任
命
の
経
緯
と

国
の
お
墨
付
き
の
事
実
は
。

②
改
革
委
員
会
の
説
明
に
一

貫
性
が
な
い
の
で
は
。

③
独
立
法
人
※
１
、
全
部
適
用

※
２
で
あ
れ
、
九
大
第
二
外
科

と
の
連
携
な
く
し
て
医
師
招し
ょ
う

聘へ
い
に
影
響
は
な
い
の
か
。

④
地
域
医
療
圏
再
生
特
例
交

付
金
申
請
の
信し
ん

憑ぴ
ょ
う

性
は
。

⑤
独
立
法
人
へ
一
足
飛
び
よ

り
離
島
医
療
は
全
部
適
用
で

の
活
用
が
適
切
で
は
。

⑥
病
院
中
間
報
告
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
充
分
時
間

を
。

A 

市
長

改
革
委
員
会
の
意
見
を

尊
重
し
た
い

①
職
員
時
代
の
介
護
保
険
担

当
時
厚
生
労
働
省
の
審
議
官

と
の
面
識
が
あ
り
、
紹
介
を

頂
い
た
だ
け
で
お
墨
付
き
で

は
な
い
。

②
壱
岐
を
取
り
巻
く
医
療
環

境
を
十
分
審
査
さ
れ
、
さ
ら

に
委
員
の
意
見
を
反
映
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
。

③
関
係
修
復
は
重
要
。
九
大
、

福
大
、
久
留
米
大
の
病
院
長

と
面
会
し
た
。
九
大
研
修
医

の
地
域
医
療
研
修
に
市
民
病

院
に
来
て
頂

く
予
定
。

④
新
政
権
誕

生
に
よ
り
凍

結
。　

⑤
全
部
適
用

は
年
間
何
億

も
の
赤
字
で

は
管
理
者
は

絶
対
来
な
い
。

独
立
法
人
は

一
つ
の
法
人

と
し
て
経
営
す
る
の
で
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
非
常
に

し
や
す
い
。
理
事
長
は
大
学

病
院
の
医
師
し
か
い
な
い
。

市
民
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に

よ
り
病
院
改
革
を
実
現
さ
せ

た
い
。

⑥
質
問
が
な
く
な
る
ま
で
夜

な
べ
し
て
で
も
市
民
皆
さ
ん

の
意
見
を
十
分
聞
く
。

島と本土を結ぶフェリー（芦辺港入港）

9月13日 病院改革タウンミーティング

一 般 質 問

※
１ 

独
立
法
人
と
は
地
方
独
立
行
政

法
人
法
の
定
め
る
地
方
公
共
団
体

が
設
立
す
る
法
人
。
役
職
員
の
身

分
は
非
公
務
員
が
一
般
的
。
理
事

長
を
お
く
こ
と
。 

※
２ 

全
部
適
用
と
は
現
病
院
事
業
は

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等

一
部
適
用
だ
が
全
て
適
用
し
、
事

業
管
理
者
を
お
く
こ
と
。
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久
間　
　

進 

議
員

Q 

三
島
を
ひ
と
つ
に

①
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
一
つ

で
も
解
消
す
る
た
め
に
、
原

島
・
大
島
間
に
架
橋
の
実
現

を
。
三
島
の
均
衡
、
活
性
化

に
大
き
な
役
割
が
生
ま
れ
、

そ
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

提
案
す
る
。

②
保
育
所
を
含
め
、
三
島
小

学
校
を
統
合
す
れ
ば
、
管
理

運
営
費
や
職
員
の
削
減
等
、

大
幅
な
効
果
が
あ
る
。

　

そ
し
て
子
ど
も
は
大
勢
の

中
で
切
磋
琢
磨
し
、
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

③
ま
た
、
三
つ
の
島
が
一
つ

に
な
る
こ
と
で
、
診
療
所
の

開
設
も
可
能
と
な
る
。

A 
市
長

県
へ
の
陳
情
を
継
続

①
多
額
の
事
業
費
が
必
要
。

　

市
独
自
の
事
業
で
は
不
可

能
。
県
や
国
へ
引
き
続
き
陳

情
を
重
ね
て
、
事
業
促
進
を

図
り
た
い
。

②
小
学
校
の
分
校
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
検
討
の
時
期
が

来
て
い
る
。

③
診
療
所
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
医
師
不
足
や
経

営
を
考
え
れ
ば
困
難
で
あ
る
。

Q 

ト
イ
レ
の
設
置
を

　

郷
ノ
浦
漁
協
セ
リ
市
場
付

近
に
は
ト
イ
レ
が
無
く
、
利

用
者
に
は
不
便
で
あ
る
。

　

近
年
観
光
客
の
セ
リ
見
学

も
増
え
る
中
、
漁
協
の
ト
イ

レ
は
室
内
で
あ
り
旧
式
。
衛

生
面
・
利
便
性
を
考
え
る
と
、

セ
リ
市
場
付
近
に
屋
外
ト
イ

レ
の
設
置
を
。

A 
市
長

現
施
設
を
利
用

　

現
在
の
漁
協
が
利
用
し
て

い
る
ト
イ
レ
を
改
修
し
て
利

用
し
て
ほ
し
い
。

　

平
成
22
年
度
に
県
の
新
世

紀
水
産
育
成
事
業
で
実
施
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

郷ノ浦町三島（大島・長島・原島）

一 般 質 問

ちょっと
ブレイクイレイ

　

平
成
21
年
８
月
20
日
、
島
原
市
有
明
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
下
13
市
議
会
か
ら
約
260
名
の

参
加
に
よ
り
長
崎
県
市
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

本
市
か
ら
も
、
牧
永
議
長
ほ
か
、
15
名
の
議
員
が

参
加
し
た
。
講
師
の
小
林
弘
和
氏
は
専
修
大
学
法
学

部
教
授
で
あ
り
、
専
門
分
野
は
、
政
治
学
（
行
政
学
、

地
方
自
治
）
が
専
門
で
、
自
治
体
改
革
、
議
会
制
度

を
主
と
し
て
、
研
究
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
地
方
議
会
の
活
性
化
」
に
つ
い
て

①
今
日
の
自
治
体
が
お
か
れ
て
い
る
状
況

② 

新
時
代
で
求
め
ら
れ
る
自
治
体
・
議
会
の
変
革
と

課
題

③ 

今
後
の
地
方
議
会
の
あ
り
方
と
議
会
改
革
の
方
向

性
④
こ
れ
か
ら
の
議
会
・
議
員
の
あ
る
べ
き
姿

右
記
の
４
項
目
が
主
要
講
演
内
容
で
あ
っ
た
。
地
方

財
政
が
厳
し

い
中
、
議
会

の
あ
る
べ
き

姿
を
真
摯
に

模
索
し
て
、

住
民
自
治
の

発
展
に
寄
与

す
べ
き
と
考

え
る
。

湯の本湾を望むコスモス畑（亀石交差点～鯨伏小学校） 清石浜の朝陽（芦辺町）

島原市有明総合文化センターにて
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予
算
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

市
山　
　

繁

委
員
長　

町
田　

光
浩

委
員
長　

市
山　

和
幸

 

議
案
審
査
状
況 

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
11
億
７
千
191
万
７
千
円
に
つ
い

て
審
査
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案

可
決
し
た
。
主
な
質
疑
内
容
は
次

の
と
お
り
。

Q　

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
に
つ

い
て
は
、
県
も
放
棄
地
の
有
効
利

用
推
進
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
生
産
法
人
や
関
連
の
方
た

ち
に
制
度
説
明
を
し
て
い
る
の
か
？

A　

昨
年
か
ら
認
定
農
業
者
の
研

修
会
等
で
説
明
し
て
い
る
が
、
今

後
も
周
知
に
努
め
る
。

Q　

平
成
21
年
度
版
子
育
て
応
援

特
別
手
当
は
、
第
１
子
目
か
ら
平

成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
で

あ
る
が
、
周
知
徹
底
の
方
法
は
。

A　

平
成
21
年
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
12
月
11
日
以
降
、
各

自
治
体
で
申
請
受
付
を
開
始
し
、

受
付
期
間
を
６
ヵ
月
間
と
す
る

旨
、
該
当
者
に
は
直
接
文
書
を
送

付
し
、
広
報
回
覧
も
行
う
。

（
注
・
国
は
10
月
に
補
正
予
算
執

行
停
止
）

 

議
案
審
査
状
況 

　

本
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
歳
入
・
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

　

各
種
団
体
等
の
補
助
金
交
付
の

適
正
化
及
び
実
績
に
つ
い
て
と
、

市
税
等
の
未
収
金
の
回
収
実
績
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
決
算
委
員
会
の
意
見
を
付
し
て

認
定
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

一
、
補
助
金
交
付
に
つ
い
て
、
適

正
な
政
策
評
価
を
実
施
し
、
よ
り

効
率
的
に
運
用
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

二
、
入
札
に
お
い
て
は
、
よ
り
透

明
性
を
図
り
執
行
す
る
よ
う
要
請

す
る
。

三
、
市
税
等
の
未
収
金
、
滞
納
金

の
徴
収
に
お
い
て
は
、市
民
の
「
納

税
の
公
平
性
」
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
今
後
も
早
急
な
回
収
に
向
け

努
力
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
。

 

議
案
審
査
状
況 

　

９
月
定
例
会
で
は
、
議
案

４
件
と
認
定
１
件
の
付
託
を

受
け
、
審
査
を
行
っ
た
。
採

決
の
結
果
、
全
議
案
に
つ
い

て
原
案
可
決
・
認
定
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
個
人
住
民
税
の
寄

付
金
控
除
対
象
を
拡
大
す
る

よ
う
改
正
を
行
う
も
の
。

市
立
小
・
中
学
校
設
置

条
例
の
一
部
改
正

　

市
立
中
学
校
の
統
廃
合
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
。

　

芦
辺
町
で
は
、
未
だ
結
論

が
出
な
い
た
め
、
今
回
は
他

の
地
域
の
み
の
改
正
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
あ
く
ま

で
も
同
時
ス
タ
ー
ト
に
向
け

全
力
を
尽
く
す
、と
の
こ
と
。

字
の
区
域
の
変
更

　

市
有
地
の
有
効
利
用
（
宅

地
と
し
て
公
募
）
を
す
る
た

め
、
隣
地
と
の
区
域
を
統
合

す
る
も
の
。

三
島
航
路
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

職
員
の
異
動
に
よ
る
賃

金
等
の
増
減
分
を
補
正

（
一
般
会
計
よ
り
繰
り
入

れ
）
す
る
も
の
。

平
成
20
年
度
三
島
航
路
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

予
算
現
額
１
億
２
千
913

万
８
千
円
。
人
口
減
少
に

加
え
公
共
事
業
の
減
少
に

よ
り
、
利
用
者
・
車
両
と

も
に
減
少
し
て
お
り
、
予

算
現
額
の
８
割
程
度
が
助

成
金
で
あ
る
。

所
管
事
務
調
査

原
の
辻
遺
跡
公
園
整
備
計
画

　

計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

　

一
支
国
博
物
館
・
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
開
館

に
向
け
て
遺
跡
公
園
の
整

備
は
必
要
で
あ
る
が
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
等
の
計
画

の
中
に
は
問
題
点
が
散
見

さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
継
続
的
な
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

特
別
委
員
会
の
設
置
を
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

耕作放棄地10月17日 弥生まつり

★各委員会の議案審査状況を報告しました。
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　ちゃんと
払う人もいる
けど、生活に
困ってる人も
　いるんだよ。

　エーッ！
こんなにたく
さん払ってな
　　いのォ？

うちのお父さん、
お母さんは
一生懸命働いて
払ってるって
言ってたよ！

私のうちも
不景気だからって、
買い物を
ひかえているよ。

　　でもさぁ、
　ボクたちが
大人になった時、
どうなるのかな？

このままだと
将来が不安だね！

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

鵜
瀬　

和
博

委
員
長　

町
田　

正
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

９
月
定
例
会
で
は
、
議
案

６
件
、
決
算
認
定
４
件
の
付

託
を
受
け
、
採
決
の
結
果
、

全
議
案
可
決
。
委
員
会
の
意

見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
。

市
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
漁
業
就
業

者
住
宅
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

漁
業
担
い
手
確
保
及
び

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
漁
業
就
業
者

の
受
入
体
制
を
確
立
さ
せ
る

た
め
に
「
長
島
へ
き
地
教
員

宿
舎
」
２
戸
を
市
漁
業
者
住

宅
「
漁
民
住
宅
」
と
し
て
追

加
す
る
た
め
改
正
を
行
う
も

の
。平成

21
年
度
市
農
業
機
械

銀
行
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
を

踏
ま
え
設
置
さ
れ
た
県
の
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
を
活
用
し
短
期
の
雇
用

及
び
就
業
機
会
を
創
出
す
る

等
の
目
的
で
主
に
１
級
、
２

級
の
市
道
沿
い
に
繁
茂
し
て

 

議
案
審
査
状
況 

　

今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案

の
内
、
厚
生
委
員
会
に
お
い
て

は
補
正
予
算
６
件
、
認
定
審
査

６
件
で
あ
り
、
す
べ
て
原
案
通

り
可
決
し
た
。
厚
生
委
員
会
は

医
療
、
介
護
、
福
祉
等
市
民
生

活
全
般
に
関
わ
る
案
件
を
審
査

し
て
い
る
。
特
に
、
今
回
は
改

選
後
、
委
員
の
入
れ
替
え
も
あ

り
、
２
日
間
に
亘
っ
て
、
①
病

院
改
革
②
壱
岐
市
の
ゴ
ミ
、
し

尿
処
理
計
画
③
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
建
替
え
等
現
状
の
把

握
と
問
題
点
、
ま
た
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

も
審
査
し
た
。

病
院
改
革
に
つ
い
て

　

病
院
改
革
に
つ
い
て
は
、
何

れ
も
現
状
の
公
営
企
業
法
の
一

部
適
用
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、

同
法
の
全
部
適
用
か
地
方
独
立

行
政
法
人
化
す
る
か
の
二
者
に

意
見
は
集
約
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
計
画
に
つ
い
て

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
現

状
の
説
明
を
受
け
、
地
元
と
の

約
束
を
第
一
に
建
設
す
べ
き
と

い
う
結
論
で
あ
っ
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
替
え
に
つ
い
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

替
え
に
つ
い
て
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
多
床
型
と
ユ
ニ
ッ

ト
型
の
比
較
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ

ト
の
導
入
に
つ
い
て
審
査
し

た
。国民

健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
に
つ
い
て
は
、
本
年
も
３
千

万
円
を
超
え
る
未
収
金
が
発
生

し
、
累
計
で
も
３
億
円
を
超
え

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
そ
の
も
の

の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
か

ら
徴
収
体
制
も
含
め
て
抜
本
的

な
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
る
と
の
結
論
を
出
し
た
。

委
員
会
傍
聴
に
つ
い
て

　

委
員
会
は
制
限
公
開
性
で
あ

り
、
委
員
長
の
判
断
で
傍
聴
を

認
め
な
い
場
合
も
あ
る
。
今
回

は
病
院
改
革
問
題
、
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
進
み
具
合
等
、

一
部
公
開
し
な
い
ほ
う
が
自
由

に
議
論
で
き
る
と
判
断
し
、
島

内
紙
の
傍
聴
を
認
め
な
い
こ
と

を
、
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。

い
る
木
の
伐
採
業
務
を
市

よ
り
農
業
機
械
銀
行
に
委

託
さ
れ
た
も
の
。

 

委
員
会
の
意
見 

　

付
託
を
受
け
審
査
し
た

各
会
計
の
使
用
料
の
未
収

金
徴
収
に
つ
い
て
訪
問
徴

収
や
分
納
誓
約
等
鋭
意
努

力
さ
れ
て
い
る
も
の
の
過

年
度
か
ら
の
滞
納
や
高
額

滞
納
者
も
見
受
け
ら
れ
、

未
収
金
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。
今
後
も
滞
納
要
因
の

分
析
と
徴
収
経
過
記
録
に

基
づ
く
対
策
を
適
宜
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

新
た
な
滞
納
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
に
も
悪
質
な

滞
納
者
に
対
し
て
は
強
い

徴
収
姿
勢
で
臨
み
、
速
や

か
に
給
水
停
止
や
法
的
措

置
等
積
極
的
に
講
じ
未
収

金
の
早
急
な
解
消
に
向

け
、
な
お
一
層
の
努
力
を

尽
く
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

未収金一覧表
（平成２0年度までの未収金）

市民税 65,401,319 円

固定資産税 220,245,250 円

軽自動車税 6,474,500 円

都市計画税 7,832,529 円

住宅使用料 17,343,450 円

国民健康保険税 330,752,974 円

上水道使用料 44,010,729 円

簡易水道使用料 34,665,830 円

下水道使用料 1,748,020 円
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議会だよりはカラー
で見やすいです。今年から
中学生なので、これからは自
分から進んで議会だよりも
読もうと思います。

中学校統廃合や壱
岐市民病院問題など、突然降っ

て湧いたように思えました。市民病
院の役割や、子供の教育には将来的な
壱岐のあり方に関わるもので、市
民のためを第一に考えてもら

いたい。

議員定数は壱岐の場合、
20 人でもやや多いと思います。本

腰を入れて頑張って下さる方がいらっ
しゃれば、15 ～ 16 人でもいいと思います。
そして、議員選挙のことですが、消去方式（辞
めて頂きたい議員さんを消す方法）が、
選ぶ方のものからすると選び易

いのですが。

選挙はお疲れさまでし
た。選挙ポスターは、どこの町に

何枚と決まっているのでしょうか？
　答えがいつも「検討する」と言ってありますが、
それは見込みがありという返事なのでしょうか？
　いろんな問題があると思いますけど、皆様の活躍
を期待します。

選挙ポスター枚数（ポスター掲示場設置箇所数）は、
投票区ごとの選挙人名簿登録者数と地区の面
積で決められます。現在は市内 30投票
区で、ポスター掲示場は206箇

所です。

提
出
者　
　

町　

田　

光　

浩　

　

賛
成
者　
　

市　

山　
　
　

繁　

　
　
　
　
　
　

市　

山　

和　

幸　

　

本
年
４
月
に
決
定
さ
れ
た
国
の
「
経
済
危
機
対
策
」
に
お
い
て
、

公
共
事
業
等
の
追
加
に
伴
う
地
方
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
地
方
公
共

団
体
が
国
の
施
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
地
域
に
お
け
る
公
共
投
資
を

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
補
正
予
算
債
に
よ
る
対
応
に
加
え
、
各

地
方
公
共
団
体
の
負
担
額
等
に
応
じ
て
配
分
す
る
「
地
域
活
性
化
・

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
が
圧
倒
的
勝
利

で
政
権
交
代
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
新
政
権
の
も
と
国
民
生
活

重
視
の
施
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
当
初
予
算
の
中
で
、
壱
岐
市
に
と
り
ま
し

て
長
年
の
夢
で
あ
り
ま
し
た
、
本
土
と
の
情
報
格
差
解
消
の
た
め
の

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
に
対
し
、
既
に
地
域
情
報
基
盤
整
備
推
進
交
付

金
の
内
示
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

経
済
危
機
対
策
に
お
け
る
２
０
０
９
年
度
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
地
方
負
担
の
軽

減
を
図
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
民
主
党
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
２
０
０
９
年
度
補
正
予
算
の
未
執
行
分
を
執
行
停
止
す
る
方
針

を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
財
政
状
況
の
厳
し
い
地
方
、
特
に
過
疎
、

離
島
地
域
に
お
い
て
は
、
情
報
基
盤
の
整
備
は
、
地
域
住
民
の
生
活

の
向
上
は
も
と
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、地
域
情
報
基
盤
整
備
の
み
な
ら
ず
、

２
０
０
９
年
度
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
の
中
で
、
必
要
不
可

欠
と
判
断
さ
れ
る
事
業
に
お
い
て
は
、
一
律
執
行
停
止
の
措
置
は
講

ぜ
ず
、
十
分
精
査
の
上
、
効
果
的
な
執
行
が
な
さ
れ
、
経
済
危
機
対

策
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
21
年
９
月
18
日 

長
崎
県
壱
岐
市
議
会

　

意
見
書
を
採
択
し
、内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

政
府
の
２
０
０
９
年
度
補
正
予
算
の
未
執
行
分
を

執
行
停
止
す
る
方
針
に
反
対
す
る
意
見
書  

意見書

議会だよりはカラー
で見やすいです。今年から
中学生なので、これからは自
分から進んで議会だよりも
読もうと思います。

議員定数は壱岐の場合、
20 人でもやや多いと思います

腰を入れて頑張って下さる方が
しゃれば、15 ～ 16 人でもいいと思
そして、議員選挙のことですが、消去
めて頂きたい議員さんを消す方法）が、
選ぶ方のものからすると選び易

いのですが。

選挙は
た。選挙ポスターは、どこの町に

何枚と決まっているのでしょうか？
答えがいつも「検討する」と言ってありますが、

それは見込みがありという返事なのでしょうか？
いろんな問題があると思いますけど、皆様の活躍

を期待します。

ー枚数（ポスター掲示場設置箇所数）は、
との選挙人名簿登録者数と地区の面
められます。現在は市内 30投票
で、ポスター掲示場は206箇

所です。

お疲れさまでし
ど

選挙ポスター
投票区ごと
積で決め
区で

、
す。本
がいらっ
思います。
去方式（辞

中学校統廃合や壱
岐市民病院問題など、突然降っ

て湧いたように思えました。市民病
院の役割や、子供の教育には将来的な
壱岐のあり方に関わるもので、市
民のためを第一に考えてもら

いたい。
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航路料金の件につ
いて、壱岐住民で単身
赴任の人は、福岡発で離
島割引券が使えるよう
にはならないです

か？

原島と大島の
橋をつなげてくだ
さい！　お願いし
ます。原島だけ
不便です。

毎回、最初から
最後まで読んでいます。
島の島にいると中々情報が
分かりません。壱岐市民の
声ものっているので、こ
れからもよろしくお

願いします。

今、町内会の班の世話当
番で毎回、毎月の便りを配布して

います。心がけていることは、町内の
視覚障害者宅へ一番に届けて、そこで読ん
であげたり、手に触れて頂き実感してもらっ
たりする事です。議会だよりもできるだけ目
を通し、伝えています。自分も勉強になるこ
とが多いです。①読みやすい。②分かり
やすい。③読んでいて嫌になりません。
新メンバーで更にグレードアッ

プしてください。

「議会だよりクイズ」があ
るので興味を持って読むことができ

ました。特に子育てについては、より興
味深く読みました。もしクイズがなかったら
読まなかったかも知れません。“もうちっとく
わしゅう”はわかりやすくていいですね！
また、カラーで写真が多く、以前住ん
でいた町より手がかかっている

ように思います。

新型インフルエンザは、
本当に壱岐にもくるのでしょう

か？　とても心配です。

8/10 ～ 10/18 までに、新型インフルエ
ンザの疑いと診断された方は、壱岐島内
で 121 名です。マスク着用や手洗い
うがいなど、自分でできる予防

をしてください。

このコーナーでは、市民のみなさまから議会に
寄せられたご意見等について一部ご紹介します。

最初から
最後まで読んでいます。
島の島にいると中々情報が
分かりません。壱岐市民の
声ものっているので、こ
れからもよろしくお

願いします。
航路料金の件につ

いて、壱岐住民で単身
赴任の人は、福岡発で離
島割引券が使えるよう
にはならないです

か？

原島と大島の
橋をつなげてくだ
さい！ お願いし
ます。原島だけ
不便です。

毎回、最
最後まで読ん

新型インフルエンザは、
本当に壱岐にもくるのでしょう

か？ とても心配です。

8/10 ～ 10/18 までに、新型インフルエ
ンザの疑いと診断された方は、壱岐島内
で 121 名です。マスク着用や手洗い
うがいなど、自分でできる予防

をしてください。

「議会だよりクイズ」があ
るので興味を持って読むことができ

ました。特に子育てについては、より興
味深く読みました。もしクイズがなかったら
読まなかったかも知れません。“もうちっとく
わしゅう”はわかりやすくていいですね！
また、カラーで写真が多く、以前住ん
でいた町より手がかかっている

ように思います。

今、町内会の班の世話当
番で毎回、毎月の便りを配布して

います。心がけていることは、町内の
視覚障害者宅へ一番に届けて、そこで読ん
であげたり、手に触れて頂き実感してもらっ
たりする事です。議会だよりもできるだけ目
を通し、伝えています。自分も勉強になるこ
とが多いです。①読みやすい。②分かり
やすい。③読んでいて嫌になりません。
新メンバーで更にグレードアッ

プしてください。



　

壱
岐
市
議
会
も
、二
十
六
名
の
定
数
か
ら
二
十
名
に

削
減
し
、
新
議
長
・
牧
永
護
氏
、
副
議
長
・
小
金
丸
益

明
氏
を
選
任
し
て
、
混
迷
す
る
地
方
自
治
の
健
全
な
運

営
を
す
べ
く
、
責
務
を
果
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
・
議
会
・
市
民
が
、
三
位
一
体
と
な
り
、
こ
の

難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
壱
岐

市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も「
透
明
性
の
高
い
」「
見
え
る
市
政
」

の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
あ
た

り
、市
民
の
皆
様
に「
分
か
り
や
す
く
」「
た
め
に
な
る
」

「
会
話
の
出
来
る
」編
集
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
皆
様
の
ご
意
見
を
多
数
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
よ
り
左
記
の
委
員
で
編
集
を
担
当
し
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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壱
岐
市
議
会
だ
よ
り
は
壱
岐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.iki.nagasaki.jp

編　

集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

石田保育所運動会

クイズに答えち
図書カード（1,000円）が

当たるバイ！
11月30日までに送っちね。
応募待っちょるよ！

ち
0円）が
！
送っちね。
るよ！

　　　　　　　　市長行政報告・議員一般質問の音声を聞くことができます！  

　壱岐市ホームページ（http://www.city.iki.nagasaki.jp）内の市議会のコーナーを検索すると、平成
21年第３回定例会（９月４日開会・９月 18日閉会）の市長行政報告および議員一般質問の音声を聞く
ことができます。市長や議員の生の声をあなたも聞いてみませんか？
　また、市議会会議録は議会事務局、市役所本庁（総務課）、各庁舎（市民生活班）、各町図書館で閲覧で
きます。議会でどのような議論がなされているのか知ることができますので、ぜひご利用ください。

第3回
クク
イ
ズ
イ
ズ
（　

）欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

１ 

新
市
議
会
の
議
員
は
何
人
？

　
　

（　
　
　

）
人

２ 

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
委
員
は
何
人
？

　
　

（　
　
　

）
人

３ 

市
民
病
院
が
確
保
し
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

患
者
用
の
ベ
ッ
ド
数
は
何
名
分
？

　
　

（　
　
　

）
名
分

ヒヒ
ン
ト
ン
ト　

こ
の
議
会
だ
よ
り
の
中
に
答
え
が
あ
り
ま
す
。

　《
応
募
方
法
》
は
が
き
に
「
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
議
会
だ
よ
り

や
議
会
へ
の
意
見
等
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ご
意
見
等
は
『
市
民
の
声
』
で
で
き
る
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

　
　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　《
あ
て
先
》
〒
８
１
１-

５
５
２
１

　
　
　
　

壱
岐
市
勝
本
町
西
戸
触
１
８
２-

５

　
　
　
　
　
　
　

壱
岐
市
議
会
事
務
局

　《
し
め
き
り
》
平
成
21
年
11
月
30
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

　
《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》
ご
記
入
頂
き
ま
し
た
個
人
情

報
は
、
賞
品
発
送
・
当
選
者
発
表
お
よ
び
『
市
民
の
声
』
等
の
目

的
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

～ 第2回クイズの答え ～
①山崎　②4,800　③242
応募総数19名の内、正解者は全
員ばい！ 抽選して５名の方が

当選さしたとよ！

の答え ～
0　③242
正解者は全
５名の方が
とよ！

パチパチ
パチパチ

～ 第2回クイズの当選者 ～
松田優樹様　平田順子様　日髙寿和様
永林まや様　橋口幸子様　　（順不同）
おめでとうございます☆ v(^-^)v


